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一　

は
じ
め
に

　

藤
原
隆
季
は
平
安
末
期
、
親
平
氏
公
卿
と
し
て
平
清
盛
を
支
え
て
政
界
で
活
躍
し
、
「
隆
季
・
通
親
ナ
ド
云
公
卿
一
ス
ヂ
ニ
、
平
禅
門

ニ
ナ
リ
カ
ヘ
リ
タ
リ
」
（
『
愚
管
抄

（
１
）

』
巻
五
）
な
ど
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
隆
季
に
つ
い
て
は
、
子
息
隆
房
と
の
関
わ
り

（
２
）

や

藤
原
頼
長
と
の
関
係

（
３
）

、
政
治
的
活
動

（
４
）

か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
歌
人
と
し
て
の
面
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

隆
季
は
若
年
期
か
ら
和
歌
会
に
出
詠
し
、
『
久
安
百
首
』
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
な
ど
の
当
代
を
代
表
す
る
催
し
に
名
を
連
ね
、
『
詞

花
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
十
一
首
の
入
集
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
父
家
成
や
弟
の
家
明
に
は
隆
季
ほ
ど
の
歌
歴
は
見
ら
れ
ず
、
隆

季
が
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
詠
作
を
続
け
た
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
隆
季
の
息
子
隆
房
は
、
『
正
治
初
度
百
首
』
に

出
詠
し
た
歌
人
で
あ
り
、
小
督
と
さ
れ
る
女
性
と
の
悲
恋
を
和
歌
と
詞
書
に
よ
っ
て
綴
っ
た
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
を
残
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
隆
房
の
才
は
隆
季
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
の
指
摘
が
あ
る

（
５
）

。
桑
原
博
史
氏

（
６
）

は
、
隆
季
の
和
歌
活
動
の
出
発
に
つ
い
て
、
政

治
的
経
済
的
勢
威
だ
け
で
は
家
格
は
上
が
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
た
め
、
父
た
ち
が
な
し
得
な
か
っ
た
「
貴
族
と
し
て
の
教
養
を
身
に

つ
け
て
」
公
卿
に
昇
り
つ
め
て
い
き
、
息
子
隆
房
に
対
し
て
も
「
教
養
人
」
と
し
て
生
き
、
「
家
の
名
を
高
め
る
こ
と
」
を
期
待
し
た
と

指
摘
す
る
。

　

だ
が
、
隆
季
の
歌
歴
を
見
る
と
、
保
延
末
年
頃
、
十
代
半
ば
の
詠
作
か
ら
始
ま
り
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
の
権
大
納
言
就
任
後

も
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
や
『
別
雷
社
歌
合
』
等
へ
の
参
加
が
続
い
て
お
り
、
家
格
上
昇
が
主
た
る
目
的
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
本
稿
で
は
隆
季
の
和
歌
の
特
徴
や
詠
作
状
況
を
検
討
し
、
諸
大
夫
の
家
格
で
あ
り
な
が
ら
政
治
の
中
枢
に
身
を
置
い
た
隆
季
に

と
っ
て
、
和
歌
詠
作
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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二　

隆
季
の
略
歴
と
『
久
安
百
首
』
以
前
の
詠
作

　

ま
ず
は
、
隆
季
の
和
歌
活
動
以
外
の
面
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
隆
季
は
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
鳥
羽
院
近
臣
で
あ
る
家
成

の
一
男
と
し
て
生
ま
れ
、
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
に
没
し
た
。
曾
祖
父
顕
季
は
、
受
領
階
級
の
出
身
な
が
ら
白
河
院
の
近
臣
と
し
て
正

三
位
非
参
議
に
ま
で
昇
り
、
祖
父
の
家
保
、
父
の
家
成
も
ま
た
院
近
臣
と
し
て
権
勢
を
振
る
っ
た
。
隆
季
も
幼
少
の
頃
よ
り
院
判
官
代
と

な
り
、
国
守
等
を
歴
任
、
財
力
と
巧
み
な
政
界
遊
泳
に
よ
っ
て
出
世
を
重
ね
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
、
中
納
言
で
あ
っ
た
父
の
極
官

を
越
え
て
権
大
納
言
と
な
り
、
近
代
ま
で
続
く
四
条
家
の
礎
を
築
い
て
い
く
。

　

隆
季
は
「
当
世
之
有
識
、
尤
可
惜
之
人
也
」
（
『
吉
記

（
７
）

』
養
和
二
年
三
月
二
十
六
日
条
）
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
有
能
な
官
人
で
も
あ
っ
た
。

官
人
と
し
て
の
活
動
の
詳
細
は
、
平
藤
幸
氏

（
８
）

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
平
藤
氏
は
、
隆
季
が
四
位
・
五
位
の
家
格
で
あ
り
な
が

ら
権
大
納
言
や
院
執
事
別
当
な
ど
の
要
職
を
歴
任
す
る
ま
で
に
出
世
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
非
重
代
之
下
臈
」
（
『
玉
葉

（
９
）

』
治
承
二
年
三

月
六
日
条
）
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
家
格
を
越
え
た
出
世
を
自
覚
し
、
重
職
に
堪
え
う
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
べ
く
故
実
の
習
得
に

励
ん
だ
と
推
測
す
る
。
隆
季
は
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
漢
詩
文
に
も
長
け
、
応
製
作
文
会
や
『
和
漢
兼
作
集
』
の
作
者
と
も
な
り
、
和

漢
兼
作
の
才
は
子
息
隆
房
・
孫
の
隆
衡
に
伝
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
『
鳳
笙
師
伝
相
承
』
『
大
家
笛
血
脈
』
に
よ
れ
ば
笙
や
笛
も
隆
季
か
ら

子
息
た
ち
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る

（
10
）

。

　

さ
て
、
隆
季
の
歌
歴
で
あ
る
が
、
年
時
の
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、
保
延
末
年
頃
か
ら
治
承
二
年
『
別
雷
社
歌
合
』
ま
で
の
約
四
十

年
に
渡
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
家
集
は
存
し
な
い

（
11
）

が
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
な
ど
か
ら
一
三
〇
首
ほ
ど
の
詠
作
を
集
成
で
き
る
。

　

隆
季
の
最
も
早
い
詠
作
は
次
の
一
首
で
あ
る
。

　
　
　
　

崇
徳
院
御
時
、
纔
見
恋
と
い
ふ
こ
と
を

　
　

吹
き
あ
ぐ
る
御
簾
の
た
え
ま
に
見
て
し
よ
り
恋
し
き
時
は
風
ぞ
待
た
る
る 

（
万
代
集
・
恋
二
・
二
一
四
六
・
前
大
納
言
隆
季
）

　

同
題
で
の
歌
作
は
俊
成
や
行
宗
に
も
見
ら
れ
、
保
延
末
年
頃
の
同
じ
場
で
の
詠
と
指
摘

（
12
）

さ
れ
て
い
る
。
保
延
六
年
（
一
一
四
〇
）
催
行

と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
時
隆
季
は
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
隆
季
は
、
題
字
「
纔
」
を
「
吹
き
あ
ぐ
る
御
簾
の
た
え
ま
」
、
「
見
恋
」
は
「
見
て

し
よ
り
恋
し
き
」
と
直
接
的
に
表
現
し
、
や
や
散
文
的
な
語
調
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
風
に
よ
っ
て
吹
き
上
が
っ

二



た
御
簾
の
間
か
ら
女
性
の
姿
を
垣
間
見
る
と
い
う
『
源
氏
物
語
』
「
野
分
」
巻
の
如
き
設
定
を
試
み
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
同
場
面
へ
の

注
目
は
、
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
以
前
に
詠
ま
れ
た
俊
成
の
「
野
分
し
て
ま
よ
ひ
し
小
簾
の
か
ざ
ま
よ
り
入
り
に
し
心
君
は
知
る
か
も
」

（
為
忠
家
後
度
百
首
・
五
八
五
・
「
纔
見
恋
」
）
と
も
共
通
す
る
。

　

さ
て
、『
久
安
百
首
』
以
前
の
隆
季
の
詠
作
の
う
ち
、
大
部
分
を
占
め
る
の
が
、
父
、
家
成
周
辺
で
の
和
歌
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

左
衛
門
督
家
成
布
引
の
滝
見
に
ま
か
り
て
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
よ
め
る

　
　

雲
ゐ
よ
り
貫
き
か
く
る
白
玉
を
誰
布
引
の
滝
と
い
ひ
け
ん 

（
詞
花
集
・
雑
上
・
二
八
五
・
隆
季
）

勅
撰
集
初
入
集
と
な
っ
た
こ
の
一
首
は
、
詠
作
年
時
は
不
明
な
が
ら
、
父
家
成
と
共
に
摂
津
国
の
布
引
の
滝
を
見
に
出
か
け
た
折
の
作
で

あ
る
。
「
ぬ
き
み
だ
る
人
こ
そ
あ
る
ら
し
白
玉
の
ま
な
く
も
散
る
か
袖
の
せ
ば
き
に
」
（
古
今
集
・
雑
上
・
九
二
三
・
業
平
／
伊
勢
物
語
・

八
十
七
段
・
一
五
九
）
の
よ
う
に
、
布
引
の
滝
詠
で
は
、
滝
か
ら
の
水
飛
沫
を
乱
れ
散
る
白
玉
に
見
立
て
る
こ
と
が
多
い
が
、
隆
季
は
空

よ
り
垂
直
に
落
ち
て
く
る
よ
う
な
滝
の
姿
を
「
雲
ゐ
よ
り
貫
き
か
く
る
白
玉
」
と
表
現
し
て
い
る
。
「
天
空
か
ら
落
ち
る
滝
」
と
い
う
比

喩
は
漢
詩
文
に
由
来
す
る
も
の
で
、
「
雲
ゐ
よ
り
と
ど
ろ
き
落
つ
る
滝
つ
瀬
は
た
だ
白
糸
の
絶
え
ぬ
な
り
け
り
」
（
経
信
集
・
二
六
一
／
栄

花
物
語
・
布
引
の
滝
・
六
一
七
）
を
は
じ
め
、
頼
通
時
代
以
降
の
官
人
た
ち
に
愛
好
さ
れ
た
発
想
で
あ
っ
た

（
13
）

。
隆
季
も
そ
の
発
想
に
拠
り

つ
つ
、
経
信
歌
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
布
」
「
糸
」
と
い
っ
た
縁
語
関
係
を
消
去
し
、
白
玉
が
連
な
っ
た
よ
う
な
滝
の
姿
と
「
布
引
」
と

い
う
名
の
差
異
に
着
目
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
る
、
機
知
的
な
趣
向
に
仕
立
て
て
い
る
。

　

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
に
は
、
父
家
成
が
催
行
し
た
歌
合
に
弟
の
家
明
と
と
も
に
参
加
し
て
い
る
。
当
時
、
歌
壇
の
指
導
的
立
場
に

あ
っ
た
顕
輔
を
は
じ
め
、
万
葉
の
古
風
に
復
る
詠
作
方
法
が
盛
ん
に
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、
隆
季
も
、
当
該
歌
合
に
詠
出
し
た
三
首
全
て

に
万
葉
歌
か
ら
の
摂
取
が
見
ら
れ
、「
万
葉
心
酔
が
目
に
つ
く

（
14
）

」
と
指
摘
さ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
「
万
葉
集
に
お
も
ひ
い
で
ら
れ
、

わ
ざ
わ
ざ
し
げ
に
侍
め
り
」
（
「
恋
」
五
番
・
判
詞
）
と
判
者
顕
輔
が
記
し
、
勝
敗
も
勝
一
に
対
し
負
二
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
万
葉
摂
取
の

試
み
が
成
功
し
た
と
は
言
い
難
い
。
「
九
月
尽
」
題
で
詠
ま
れ
た
次
の
一
首
を
例
に
見
て
み
よ
う
。

　
　

涼
し
さ
は
袂
に
し
ら
る
こ
の
く
れ
の
あ
さ
け
の
風
に
衣
が
へ
せ
む
（
久
安
五
年
家
成
家
歌
合
・
「
九
月
尽
」
六
番
左
・
三
三
・
隆
季
）

こ
の
歌
に
対
し
て
、
判
者
顕
輔
は
「
秋
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ぬ
に
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
は
た
も
と
す
ず
し
も
、
と
よ
め
る
心
な

藤
原
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の
和
歌
活
動
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り
」
と
、
隆
季
歌
が
安
貴
王
の
歌
（
万
葉
集
・
巻
八
・
一
五
五
五
／
拾
遺
集
・
秋
・
一
四
一
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

つ
つ
、
「
初
秋
の
心
ち
ぞ
す
る
」
、
「
暮
の
秋
と
は
見
え
ず
、
又
、
こ
の
く
れ
の
あ
さ
け
は
、
あ
す
に
や
は
べ
る
ら
ん
」
と
批
判
し
、
負
と

判
じ
て
い
る
。
「
あ
さ
け
の
風
」
と
い
う
特
徴
的
な
措
辞
を
取
り
入
れ
、
初
秋
の
歌
を
暮
秋
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
と
の
試
み
で
あ
っ
た

が
、
本
歌
の
表
現
に
依
拠
し
す
ぎ
た
た
め
に
「
九
月
尽
」
の
題
意
を
満
た
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
十
代
か
ら
二
十
代
前
半
に
か
け
て
の
隆
季
の
詠
作
は
、
巧
み
と
は
言
い
き
れ
な
い
も
の
の
、
物
語
・
漢
詩
文
・
万
葉

集
な
ど
幅
広
い
作
品
に
関
心
を
寄
せ
て
積
極
的
に
表
現
を
摂
取
し
、
新
趣
向
を
構
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
活
動
は
、
父
家
成
の

主
催
す
る
場
が
中
心
で
あ
り
、
父
の
後
押
し
の
も
と
、
弟
の
家
明
ら
と
共
に
作
歌
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
家
成
家
歌
合
に

は
、
同
族
の
顕
輔
が
判
者
と
し
て
招
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
を
通
じ
て
隆
季
の
風
雅
な
面
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
で

き
よ
う
。
だ
が
、
若
年
期
の
隆
季
の
詠
作
に
は
、
単
な
る
風
雅
に
と
ど
ま
ら
な
い
一
面
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

隆
季
が
藤
原
頼
長
と
男
色
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
五
味
文
彦
氏

（
15
）

に
よ
れ
ば
、
二
人
の
関
係
が
始
ま
っ
た
の
は
久

安
二
年
（
一
一
四
六
）
頃
の
こ
と
で
、
隆
季
に
は
、
頼
長
に
接
近
す
る
こ
と
で
、
「
家
」
の
継
承
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
う
す
る
思

惑
が
あ
っ
た
と
言
う
。
当
時
、
家
成
の
一
門
に
お
い
て
、
家
長
の
地
位
は
最
も
高
い
官
職
を
得
る
も
の
に
付
属
し
、
か
つ
、
院
の
権
力
に

よ
る
支
持
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
隆
季
の
祖
父
家
保
、
父
家
成
は
長
子
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
鳥
羽
院
と
の
良
好
な
関
係
に
よ
っ
て

一
門
の
長
の
地
位
を
得
て
お
り
、
家
成
の
嫡
男
で
あ
っ
た
隆
季
も
、
院
と
の
つ
な
が
り
を
補
強
す
る
べ
く
頼
長
と
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
頼
長
に
対
し
、
隆
季
が
詩
歌
各
一
首
を
送
っ
て
衛
府
の
官
を
望
ん
だ
こ
と
が
『
台
記

（
16
）

』
久
安
三
年
三
月
十
五
日
条
に
見
ら
れ
る
。

戊
寅
、
未
以
後
、
風
雨
甚
、
今
日
、
下
二－

向
南
京
一

、
為
三

明
日
参
二

春
日
祭
社
一

○
祭
社
諸
本

皆
同
恐
顛
倒

也
、
…(

略)

…
或
人
、
讃州

自
二

賀
茂
一

、 

送
二

詩
歌
各
一
首
一

、
其
詞
云
、
仲
春
拝
二

賀
茂
之
社
壇
一

、
企
二

百
度
之
参
詣
一

、
苦
行
隙
偸
、
述
レ

懐
矣
、
加
二

和
歌
一

大
僕
卿
孝
標
、

上
下
往
来
百
度
功
、　

誓
レ

心
引
レ

歩
鴨
堤
中
、

苦
行
日
積
何
攸
レ

憶
、　

素
願
偸
祈
古
柏
風
、

い
は
ゞ
こ
れ
み
た
ら
し
が
は
の
は
や
き
せ
に
は
や
く
ね
が
ひ
を
み
つ
の
や
し
ろ
か

四



余
則
和
之
、
依
二

不
堪
一

不
二

和
歌
一

吾
如
二

南
土
一

汝
参
レ

北
、
只
今
詣
二

春
日
一

、

故
有
二

此
句
一　

素
願
共
通
二

神
意
中
一

、

鴨
御
祖
神
垂
レ

恵
速
、　
　
　
　
　

今
冬
定
聴
羽
林
風
、
有
レ

注

　
　

　

こ
の
「
大
僕
卿
孝
標
」
が
隆
季
で
あ
る
こ
と
は
、
五
味
氏

（
17
）

に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。
隆
季
は
賀
茂
社
参
詣
の
間
に
詩
歌
各
一
首
を

頼
長
へ
送
り
、
官
職
の
望
み
を
伝
え
て
い
る
。
和
歌
の
意
は
、
「
私
の
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
ら
、
御
手
洗
川
の
早
瀬
の
よ
う
に
、
早

く
願
い
を
叶
え
て
く
れ
ま
す
の
は
「
三
社
」
―
伊
勢
・
石
清
水
と
共
に
選
ば
れ
た
、
こ
の
賀
茂
の
社
に
お
わ
し
ま
す
神
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
か
」
と
い
う
も
の
。
こ
こ
で
言
う
隆
季
の
願
い
と
は
、
詞
句
に
「
素
願
偸
祈
古
柏
風
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
成
ら
も
務
め
た
こ
と
の

あ
る
衛
府
の
官
職
を
求
め
た
も
の
と
解
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
頼
長
は
「
今
冬
定
聴
羽
林
風
」
と
答
え
て
お
り
、
近
衛
府
の
官
職
を
約
束

し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
直
訴
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
、
少
将
任
官
に
関
し
て
、
弟
の
家
明
に
先
越
さ
れ
た
焦
燥
感
が
あ
っ
た

と
い
う

（
18
）

。
隆
季
は
、
賀
茂
社
参
詣
と
い
う
状
況
で
、
漢
詩
や
和
歌
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
職
の
望
み
を
直
接
に
訴
え
て
、
頼
長
か

ら
色
よ
い
返
事
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
。

三　

『
久
安
百
首
』
隆
季
詠
の
特
徴
（
一
）

　

だ
が
、
隆
季
が
念
願
の
官
職
を
得
る
こ
と
は
無
く
、
翌
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
以
降
、
頼
長
と
の
交
渉
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
一

方
、
亡
く
な
っ
た
忠
盛
の
代
わ
り
に
、
崇
徳
院
主
催
の
『
久
安
百
首
』
に
出
詠
す
る

（
19
）

と
い
う
新
た
な
機
会
を
得
た
。
次
に
隆
季
の
『
久
安

百
首
』
詠
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

『
久
安
百
首
』
全
体
に
見
ら
れ
る
万
葉
へ
の
関
心
の
高
さ
は
、
早
く
久
保
田
淳
氏

（
20
）

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
崇
徳
院
・
顕
輔
・
実
清
・
俊

成
に
そ
の
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
隆
季
に
も
、
『
久
安
五
年
家
成
家
歌
合
』
の
時
と
同
様
、
万
葉
摂
取
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
隆
季
の

百
首
で
は
、
万
葉
歌
か
ら
の
二
句
以
上
の
摂
取
例
が
お
よ
そ
二
割
を
占
め
、
「
し
ゑ
や
」
な
ど
の
万
葉
的
表
現
も
含
め
る
と
さ
ら
に
そ
の

割
合
は
上
昇
す
る
。
以
下
、
隆
季
歌
と
摂
取
さ
れ
た
万
葉
歌
を
列
挙
し
、
摂
取
部
分
を
傍
線
に
よ
っ
て
示
す
。

　
　

あ
び
き
す
と
あ
ご
と
と
の
ほ
る
し
ほ
の
浦
の
霞
こ
め
た
る
あ
ま
の
よ
び
ご
ゑ 

（
久
安
百
首
・
春
・
五
一
〇
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
お
ほ
み
や
の
う
ち
に
て
き
こ
ゆ
あ
び
き
す
と
あ
ご
と
ゝ
の
ふ
る
あ
ま
の
よ
び
ご
ゑ

藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動
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（
万
葉
集
・
巻
三
・
二
三
八
・
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
）

　
　

い
つ
し
か
と
衣
ほ
す
め
り
か
げ
ろ
ふ
の
夏
来
に
け
ら
し
天
の
か
ご
山 

（
久
安
百
首
・
夏
・
五
二
二
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
は
る
す
ぎ
て
な
つ
ぞ
き
ぬ
ら
し
ゝ
ろ
た
へ
の
こ
ろ
も
か
は
か
ぬ
あ
ま
の
か
ご
や
ま 

（
万
葉
集
・
巻
一
・
二
八
・
持
統
天
皇
）

隆
季
の
歌
で
は
、
万
葉
歌
の
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
内
容
面
で
も
重
複
す
る
点
が
多
い
。
五
一
〇
番
「
あ
び
き
す

と
」
の
歌
は
、
視
界
を
隠
す
霞
を
加
え
て
は
い
る
も
の
の
、
詞
・
場
面
の
双
方
に
万
葉
歌
か
ら
摂
取
が
著
し
い
。
五
二
二
番
「
い
つ
し
か

と
」
詠
も
、
持
統
天
皇
詠
と
語
句
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
摂
取
源
が
明
ら
か
な
歌
が
隆
季
の
百
首
に
は
多
い
。
百
首
か
ら
は
、

隆
季
が
万
葉
摂
取
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
素
材
を
貪
欲
に
取
り
入
れ
、
新
奇
な
語
や
題
材
を
眼
目
と
し
て
一
首
を
構
成
し
て
い
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
次
に
、
歌
謡
か
ら
の
摂
取
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　

い
に
し
へ
も
祭
れ
る
折
は
褻
衣
に
朱
の
衣
を
き
る
と
い
ひ
け
り 

（
久
安
百
首
・
神
祇
・
五
八
二
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
す
べ
神
は　

よ
き
日
祭
れ
ば　

明
日
よ
り
は　

朱
の
衣
を　

褻
衣
に
せ
ん 

（
神
楽
歌
・
神
上
（
或
説
）
）

　
　

い
ひ
わ
か
ぬ
事
ぞ
わ
り
な
き
お
ほ
鳥
の
羽
に
は
霜
の
ふ
る
や
ふ
ら
ず
や 

（
久
安
百
首
・
冬
・
五
五
六
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
鸛
の
羽
に　

や
れ
な　

霜
降
れ
り　

や
れ
な　

誰
か
さ
言
ふ　

千
鳥
ぞ
さ
言
ふ　

鷃
ぞ
さ
言
ふ　

蒼
鷺
ぞ　

京
よ
り
来
て
さ

　
　
　
　
　

言
ふ 

（
風
俗
歌
・
鸛
）

　
　

降
り
つ
も
る
し
ら
ね
の
雪
は
い
な
を
さ
の
甲
斐
の
褻
衣
ほ
す
と
み
え
け
り 

（
久
安
百
首
・
冬
・
五
五
七
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
甲
斐
が
嶺
に　

白
き
は
雪
か
や　

い
な
を
さ
の　

甲
斐
の
褻
衣
や　

晒
す
手
作
や　

晒
す
手
作 

（
風
俗
歌
・
甲
斐
が
嶺
）

　

隆
季
歌
に
は
、
歌
謡
か
ら
の
引
用
が
明
ら
か
な
例
が
六
首
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
首
を
掲
げ
た
。
神
祇
歌
五
八
二
番
「
い
に

し
へ
も
」
の
歌
の
結
句
は
「
～
と
い
ひ
け
り
」
と
伝
聞
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
神
楽
歌
・
神
上
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
よ
う
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
冬
部
五
五
六
番
は
、
風
俗
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
。
「
鸛
の
羽
に
霜
が
置
い
た
と
言
っ
た
の
は
ど
の
鳥
か
」
と

囃
す
風
俗
歌
に
対
し
、
隆
季
は
「
い
ひ
わ
か
ぬ
事
ぞ
わ
り
な
き
」「
霜
の
ふ
る
や
ふ
ら
ず
や
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
み
せ
る
趣
向
を
と
っ

て
い
る
。
冬
部
五
五
七
番
で
は
、
風
俗
歌
・
甲
斐
が
嶺
が
、
さ
ら
し
た
衣
を
雪
と
見
紛
う
の
を
逆
転
さ
せ
、
雪
を
衣
と
見
紛
う
趣
向
に
転

換
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
隆
季
歌
で
は
詞
を
直
接
取
り
込
み
、
歌
謡
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
和
歌
の
中
に
再
現
す
る
よ
う
な
手
法
が

六



目
立
つ
。

　

漢
詩
文
摂
取
に
お
い
て
も
、
詞
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
作
例
が
多
い
。

　
　

唐
衣
か
づ
く
袂
ぞ
そ
ぼ
ち
ぬ
る
み
れ
ど
も
み
え
ぬ
春
の
こ
さ
雨 

（
久
安
百
首
・
春
・
五
一
五
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
細
雨
湿
衣
看
不
見　

閑
花
満
地
落
無
聲 

（
千
載
佳
句
・
春
興
・
五
八
・
劉
長
卿
）

　
　

巣
を
恋
ひ
て
帰
り
わ
づ
ら
ふ
つ
ば
め
か
な
な
れ
さ
へ
秋
の
風
や
か
な
し
き 

（
久
安
百
首
・
秋
・
五
三
七
・
隆
季
）

　
　
　
　

▽
遶
壁
暗
蛩
無
限
思　

恋
巣
寒
燕
未
能
帰 

（
白
氏
文
集
・
巻
六
十
八
・
三
四
六
〇
「
感
秋
詠
意
」
）

春
五
一
五
番
歌
や
秋
五
三
七
番
歌
の
傍
線
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
千
載
佳
句
』
、
『
白
氏
文
集
』
の
傍
線
部
分
を
摂
取
し
た
も
の
で
、
特
に

「
み
れ
ど
も
み
え
ぬ
」
や
「
巣
を
恋
ひ
て
」
な
ど
、
詩
句
を
大
胆
に
取
り
入
れ
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
隆
季
の
百
首
に
は
こ
の
ほ
か
に

も
詩
句
を
直
接
的
に
取
り
入
れ
た
例
が
散
見
さ
れ
る
。

　
　

す
む
水
を
心
な
し
と
は
誰
か
い
ふ
氷
ぞ
冬
の
は
じ
め
を
も
し
る 

（
久
安
百
首
・
冬
・
五
五
二
・
隆
季
）

　

一
首
の
意
は
「
澄
ん
だ
水
に
対
し
て
「
心
が
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
誰
な
の
か
。
（
水
が
凍
っ
た
こ
の
）
氷
は
冬
の
初
め
を
も
知
っ
て

い
る
こ
と
だ
よ
」
と
い
う
も
の
で
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
収
載
さ
れ
た
「
落
花
不
語
空
辞
樹　

流
水
無
心
自
入
池
」
（
落
花
・
一
二
六
・

白
居
易
）
を
踏
ま
え
、
白
居
易
の
「
水
無
心
」
と
い
う
詞
に
対
し
て
切
り
返
し
て
い
る
。
上
句
の
措
辞
は
、
同
じ
白
居
易
の
詩
句
を
踏
ま

え
た
「
誰
謂
水
無
心　

濃
艶
臨
兮
波
変
色
」（
和
漢
朗
詠
集
・
花
・
一
一
七
・
菅
原
文
時
）
の
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

下
句
で
隆
季
は
初
冬
の
氷
を
、
冬
の
到
来
に
気
づ
い
て
真
っ
先
に
凍
り
付
い
た
水
の
「
心
あ
る
」
様
と
捉
え
、
文
時
が
描
い
た
春
の
水
の

「
心
あ
る
」
情
景
を
初
冬
へ
と
転
換
し
、
「
水
」
が
季
節
の
移
ろ
い
を
敏
感
に
察
知
す
る
か
の
よ
う
に
詠
み
か
え
て
い
る
。
同
じ
句
だ
か
ら

こ
そ
、
春
か
ら
冬
へ
の
転
換
が
一
層
際
立
た
さ
れ
て
お
り
、
後
に
『
千
載
集
』
に
入
集
を
果
た
し
て
い
る
。

　

隆
季
の
百
首
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
詩
句
を
受
容
し
た
歌
が
幾
例
か
見
出
せ
る
が
、
さ
ら
に
百
首
全
体
の
構
成
に
お
い
て
も
「
三

月
三
日
」
や
「
端
午
」「
九
月
九
日
」
等
の
朗
詠
集
の
小
部
立
と
一
致
す
る
部
分
が
あ
り

（
21
）

、
雑
部
の
物
名
題
で
は
『
千
載
佳
句
』『
扶
桑
集
』

と
い
う
漢
詩
集
の
名
を
そ
れ
ぞ
れ
詠
み
込
ま
れ
（
『
扶
桑
集
』
は
折
句
）
、
漢
詩
文
へ
の
関
心
の
高
さ
と
そ
れ
を
強
調
す
る
意
図
が
窺
え 

る
（
22
）

。
藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動
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こ
こ
ま
で
、
隆
季
の
『
久
安
百
首
』
に
は
、
万
葉
・
歌
謡
・
漢
詩
文
か
ら
の
摂
取
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
摂
取
方
法
と
し
て

は
、
句
や
詞
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
方
法
や
、
原
典
の
詞
や
内
容
を
和
歌
に
翻
案
し
た
作
が
多
く
、
題
材
の
幅
広
さ
や
新
奇
さ
を
重
視

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
初
学
期
の
特
徴
と
も
通
底
す
る
。
た
だ
し
、
題
材
の
選
択
に
は
、
他
の
『
久
安
百
首
』
歌
人
の
詠
作
か
ら
の
影

響
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
万
葉
摂
取
が
崇
徳
院
を
は
じ
め
、
他
の
『
久
安
百
首
』
歌
人
に
共
通
す
る
傾
向
だ
と
い
う
こ
と
は
既

に
示
し
た
が
、
漢
詩
文
摂
取
へ
の
好
尚
も
ま
た
、
崇
徳
院
ら
の
詠
作
か
ら
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
一
首
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
所

収
の
詩
句
を
踏
ま
え
た
崇
徳
院
の
歌
で
あ
る
。

　
　

花
は
根
に
鳥
は
古
巣
に
か
へ
る
也
春
の
と
ま
り
を
し
る
人
ぞ
な
き 

（
久
安
百
首
・
春
・
一
九
・
崇
徳
院
）

　
　
　
　

▽
花
悔
帰
根
無
益
悔　

鳥
期
入
谷
定
延
期 

（
和
漢
朗
詠
集
・
閏
三
月
・
六
一
・
藤
原
滋
藤
）

他
に
も
、
俊
成
や
清
輔
、
教
長
ら
の
『
久
安
百
首
』
に
も
朗
詠
集
摂
取
が
見
ら
れ
る

（
23
）

ほ
か
、
『
久
安
百
首
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
は
、
崇
徳

院
が
近
臣
た
ち
と
「
句
題
百
首

（
24
）

」
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
崇
徳
院
周
辺
で
は
漢
詩
文
受
容

へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
歌
謡
と
の
関
わ
り
で
は
、
崇
徳
院
の
母
待
賢
門
院
璋
子
や
弟
の
後
白
河
が
今
様
に
熱
心

で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
『
久
安
百
首
』
作
者
の
中
に
は
、
親
隆
な
ど
待
賢
門
院
周
辺
の
今
様
の
メ
ン
バ
ー
と
重
な
る
人

物
が
い
る
こ
と
、
今
様
と
『
久
安
百
首
』
詠
に
一
致
す
る
作
品
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
25
）

。

　

隆
季
は
『
久
安
百
首
』
初
度
部
類
本
の
構
成
を
参
照
し
て
い
た
ら
し
く

（
26
）

、
す
で
に
完
成
し
て
い
た
他
の
歌
人
の
百
首
か
ら
特
徴
的
な
詠

み
方
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
隆
季
の
多
岐
に
わ
た
る
詠
作
の
題
材
は
、
『
久
安
百
首
』
学
習
の
成
果
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
隆
季
の
歌
は
先
行
歌
の
表
現
に
拠
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
歌
合
な
ど
で
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
歌
と
の

類
似
は
概
し
て
否
定
的
な
評
価
を
下
さ
れ
て
き
て
い
た
が
、
厳
格
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く

（
27
）

、
『
久
安
百
首
』
歌
人
の
中
で
は

熟
練
者
と
見
な
さ
れ
る
顕
輔
や
教
長
も
先
行
歌
の
表
現
に
大
き
く
拠
っ
た
歌
を
詠
ん
で
お
り

（
28
）

、
隆
季
の
歌
だ
け
が
否
定
的
評
価
を
受
け
た

と
は
考
え
に
く
い
。
主
催
者
崇
徳
院
の
歌
に
も
、
先
行
表
現
を
大
胆
に
取
り
入
れ
た
作
が
あ
る
。

　
　

岩
が
ね
の
こ
り
し
く
山
を
こ
え
く
れ
ば
わ
が
く
ろ
駒
は
き
に
成
に
け
り 

（
久
安
百
首
・
羇
旅
・
九
四
・
崇
徳
院
）

こ
の
歌
で
崇
徳
院
は
、
険
し
い
山
路
を
表
す
万
葉
歌
の
「
い
は
が
ね
の
こ
り
し
く
や
ま
を
こ
え
か
ね
て
な
き
は
な
く
と
も
い
ろ
に
い
で
む

八



や
も
」（
万
葉
集
・
巻
三
・
三
〇
一
・
長
屋
王
）
と
、
疲
れ
切
っ
た
馬
の
様
子
を
表
す
詩
経
の
「
陟
二

彼
高
岡
一

我
馬
玄
黄
」（
詩
経

（
29
）

・
国
風
・

周
南
・
巻
耳
）
を
組
み
合
わ
せ
、
行
旅
の
辛
苦
を
表
そ
う
と
し
て
い
る

（
30
）

。
崇
徳
院
は
こ
れ
ま
で
の
和
歌
に
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
新
奇
な

題
材
を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
先
行
歌
の
表
現
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新
し
い
興
趣
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。
隆
季
が
万

葉
・
漢
詩
・
歌
謡
等
幅
広
い
題
材
を
歌
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
姿
勢
も
、
こ
の
よ
う
な
主
催
者
の
試
み
を
把
握
し
た
上
で
の
行
為
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四　

『
久
安
百
首
』
隆
季
詠
の
特
徴
（
二
）

　

で
は
、
隆
季
が
こ
の
よ
う
な
詠
み
方
を
試
み
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
初
学
期
か
ら
隆
季
は
、
作
歌
の
際
に
積
極
的
に
先
行
歌
か
ら
学

ん
で
お
り
、
今
回
も
当
代
の
流
行
を
学
ん
だ
上
で
、
百
首
歌
と
い
う
公
的
か
つ
大
規
模
な
詠
作
に
臨
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
一
方

で
、
主
催
者
の
志
向
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
和
歌
に
よ
っ
て
院
の
目
に
と
ま
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
百
首
詠
進
の
意
図
を
探
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
、
百
首
内
の
述
懐
詠
で
あ
る
。
百
首
歌
の
創
始
と
言
わ
れ
る
曾
禰

好
忠
の
百
首
以
来
、
百
首
歌
の
中
で
不
遇
を
訴
え
る
こ
と
は
よ
く
見
ら
れ
、
『
久
安
百
首
』
に
お
い
て
も
季
通
な
ど
が
述
懐
性
の
強
い
詠

作
を
残
し
て
い
る
。
隆
季
の
述
懐
詠
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
詠
者
自
身
の
思
い
を
述
べ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
雑
部
・
短
歌
（
長
歌
）
か

ら
見
て
い
き
た
い
。

　
　

…
百
の
歌
を
ぞ　

た
て
ま
つ
る　

其
人
数
に　

ま
じ
れ
ど
も　

世
に
う
み
す
ぐ
る　

我
な
れ
ば　

つ
た
の
ほ
そ
江
の　

つ
た
な
く
て

　
　
　

言
葉
の
花
も　

に
ほ
ひ
な
く　

老
い
衰
ふ
る　

心
ち
こ
そ
す
れ 

（
久
安
百
首
・
短
歌
・
六
〇
〇
・
隆
季
）

隆
季
は
『
久
安
百
首
』
作
者
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
「
世
間
に
嫌
気
が
さ
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
身
な
の
で
、
不
運
で
大
し
た

才
も
無
く
、
こ
の
詠
進
し
た
百
首
に
も
優
れ
た
点
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
こ
の
ま
ま
老
い
衰
え
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
」
と

自
ら
を
卑
下
し
て
い
る
。
隆
季
は
百
首
詠
進
当
時
二
十
七
歳
、
弟
の
家
明
が
左
少
将
、
成
親
が
侍
従
に
任
じ
ら
れ
て
い
く
中
、
久
し
く
昇

進
も
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
屈
折
し
た
思
い
が
「
世
に
う
み
す
ぐ
る
我
」
と
い
う
自
己
規
定
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
隆

季
の
述
懐
詠
で
特
徴
的
な
の
は
、
不
遇
な
ま
ま
「
老
い
衰
ふ
る
」
こ
と
へ
の
恐
れ
が
語
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
述
懐
詠
で
は
不
遇

な
ま
ま
年
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
嘆
き
を
詠
む
こ
と
が
多
く

（
31
）

、
隆
季
の
よ
う
に
老
い
へ
の
恐
怖
を
表
す
詠
み
方
は
、
や
や
特
異
と
言
え
る
。

藤
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隆
季
の
和
歌
活
動

九



　

一
方
、
衰
老
へ
の
不
安
と
表
裏
一
体
を
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
我
身
の
長
寿
を
祈
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
「
か
げ
お
と
ろ

へ
ぬ
我
身
と
も
哉
」
（
五
〇
四
）
、
「
我
身
ぞ
あ
や
な
祈
ら
る
ゝ
」
（
五
一
四
）
、
「
千
歳
ま
で
我
が
行
末
を
」
（
五
四
八
）
と
、
主
催
者
へ
の

祝
意
で
は
な
く
、
我
身
の
行
く
末
を
祈
る
表
現
が
隆
季
の
百
首
に
は
頻
出
す
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
が
生
じ
た
の
も
、
不
遇
な
ま
ま
老
い

る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
、
隆
季
は
短
歌
（
長
歌
）
の
中
で
、
自
身
の
百
首
を
謙
遜
し
て
「
こ
と
葉
の
花
も　

に
ほ
ひ
な
く
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
同
様
の

発
想
が
「
物
名
」
題
の
中
の
一
首
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　

人
な
み
に
も
も
歌
詠
む
と
い
か
に
せ
ん
さ
い
か
く
も
な
き
我
が
身
と
思
へ
ば 

（
久
安
百
首
・
物
名
・
五
九
八
・
隆
季
）

「
百
首
作
者
に
加
え
ら
れ
た
け
れ
ど
も
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
、
才
覚
も
無
い
我
が
身
だ
と
思
い
ま
す
の
で
」
と
、
作
者
に
加
え
ら

れ
た
こ
と
を
喜
び
つ
つ
も
自
身
の
才
覚
の
な
さ
を
謙
遜
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
隆
季
は
万
葉
・
漢
詩
文
・
歌
謡
な
ど
新
奇
な
題
材
を
極
端

と
も
言
え
る
ほ
ど
百
首
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
『
千
載
佳
句
』
を
隠
題
と
し
て
詠
み
込
ん
だ
「
さ
い
か
く
も
な
き
」
を
額
面
通
り
に
受
け

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
「
才
覚
も
な
し
」
と
言
う
部
分
か
ら
は
、
和
歌
だ
け
で
な
く
、
漢
詩
文
や
歌
謡
に
も
通

じ
て
い
る
と
い
う
自
負
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
「
才
覚
」
を
示
し
た
い
相
手
、
そ
れ
は
百
首
の
主
催
者
で
あ
っ
た
崇
徳

院
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

隆
季
の
慶
賀
題
の
一
首
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

さ
か
へ
行
つ
か
さ
位
は
高
浜
の
千
歳
の
春
を
待
と
し
ら
な
む 

（
久
安
百
首
・
慶
賀
・
五
八
四
・
隆
季
）

「
官
職
は
栄
え
、
位
階
は
高
く
な
る
我
が
君
の
御
代
の
春
が
、
千
年
ま
で
続
く
こ
と
を
待
っ
て
い
ま
す
こ
と
を
ど
う
か
知
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
内
容
で
、
「
千
歳
の
春
」
に
よ
っ
て
崇
徳
院
の
御
代
が
続
く
こ
と
を
言
祝
ぎ
つ
つ

（
32
）

も
、
そ
れ
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
自
分
の

存
在
を
印
象
づ
け
、
院
が
自
ら
の
官
位
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
も
の
と
い
う
期
待
を
こ
め
て
い
る
。

　

隆
季
の
百
首
は
、
不
遇
な
ま
ま
老
い
る
こ
と
へ
の
不
安
と
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
に
は
相
応
し
く
な
い
己
の
「
才
覚
」
を
崇
徳
院
に
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
官
位
上
昇
を
訴
え
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
〇



五　

『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
に
お
け
る
隆
季
の
役
割

　

隆
季
が
百
首
歌
詠
進
を
通
じ
て
昇
進
を
訴
え
た
崇
徳
院
は
、
保
元
の
乱
に
よ
っ
て
讃
岐
へ
と
配
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
一
方
の
隆
季
は
、

保
元
・
平
治
の
乱
後
、
巧
み
に
立
ち
回
り
後
白
河
院
の
院
司
と
し
て
有
能
な
働
き
を
見
せ
、
か
つ
、
清
盛
と
結
び
つ
く
こ
と
で
め
ざ
ま
し

い
昇
進
を
遂
げ
て
い
く
。
隆
季
の
順
調
な
昇
進
と
は
反
比
例
す
る
よ
う
に
、
以
後
目
立
っ
た
和
歌
事
跡
は
確
認
で
き
な
く
な
る
。
親
族
で

あ
る
重
家
家
の
歌
合
や
実
国
家
の
歌
合
な
ど
に
出
詠
す
る
程
度
で
、
他
の
歌
人
と
の
関
わ
り
も
薄
く
、
父
家
成
の
よ
う
に
自
邸
で
歌
合
を

催
す
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
な
い
。
官
人
と
し
て
の
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
和
歌
に
よ
っ
て
官
位
栄
達
を
は

か
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
、
隆
季
が
和
歌
会
の
企
画
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
記
事
が
『
玉
葉
』
に
表
れ
る
。

　
　

十
三
日
、
己
未
、
晴
、
不
出
行
、
昨
今
物
忌
也
、
或
云
、
明
日
於
建
春
門
院
可
有
和
歌
会
云
々
、
隆
季
・
実
定
卿
等
結
構
云
々
、

 

（
『
玉
葉
』
嘉
応
二
年
十
月
十
三
日
条
）

　
　

十
九
日
、
乙
丑
、
…
（
略
）
…
参
建
春
門
院
、
余
参
入
以
前
有
和
歌
会
云
々
、
去
十
四
日
延
引
云
々
、

 

（
『
玉
葉
』
嘉
応
二
年
十
月
十
九
日
条
）

　

隆
季
が
実
定
と
と
も
に
結
構
し
た
こ
の
和
歌
会
は
、
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
の
こ
と
と
比
定
さ
れ
て
い
る

（
33
）

。
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』

は
、
『
法
住
寺
殿
歌
合
』
と
も
呼
ば
れ
、
後
白
河
院
が
熊
野
詣
で
不
在
の
折
に
建
春
門
院
滋
子
の
御
所
（
法
住
寺
殿
北
殿
）
で
催
行
さ
れ

た
歌
合
で
あ
る
。
歌
題
は
「
関
路
落
葉
」
「
水
鳥
近
馴
」
「
臨
期
違
約
恋
」
の
三
題
、
公
通
・
実
定
と
い
っ
た
閑
院
系
の
人
々
や
隆
季
を
始

め
と
す
る
院
の
近
臣
た
ち
、
俊
成
・
清
輔
と
い
っ
た
歌
人
の
総
勢
二
十
名
が
参
加
し
て
お
り
、
披
講
当
座
の
衆
議
を
経
て
、
最
終
的
な
判

を
判
者
俊
成
が
執
筆
し
て
い
る
。
女
院
や
女
房
ら
の
参
加
が
見
ら
れ
ず
、
内
裏
歌
合
な
ど
と
は
違
っ
て
行
事
性
は
薄
い
と
さ
れ
て
い
る

が
、
左
右
各
十
名
と
い
う
か
な
り
大
規
模
な
催
し
で
あ
り
、
女
院
の
御
所
を
開
催
場
所
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
代
数
少
な
い
公
的
な

場
で
の
歌
合
だ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
隆
季
は
こ
の
と
き
従
二
位
権
大
納
言
で
後
白
河
院
の
執
事
別
当
を
務
め
て
お
り
、
実
質
的
に
は

出
詠
者
の
う
ち
最
も
高
い
地
位

（
34
）

に
あ
っ
た
。

　

当
該
歌
合
に
つ
い
て
は
、
松
野
陽
一
氏

（
35
）

、
中
村
文
氏

（
36
）

に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
歌
合
参
加
者
の
特
徴
は
ほ
ぼ
明

藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動
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ら
か
に
さ
れ
た
の
だ
が
、
隆
季
が
な
ぜ
こ
の
歌
合
を
企
画
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
松
野
氏

は
、
「
息
子
隆
房
の
庇
護
の
意
味
を
も
含
め
て
、
親
平
氏
的
宮
廷
勢
力
の
懇
親
の
意
味
合
を
あ
ら
わ
で
な
い
程
度
に
示
そ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
か
」
と
隆
季
参
加
の
意
図
に
つ
い
て
推
測
し
て
い
る
。
中
村
氏
は
、
隆
季
が
後
白
河
院
の
執
事
別
当
と
し
て
、
息
子
隆
房
と
と
も

に
院
に
近
仕
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
松
野
氏
が
提
示
し
た
親
平
家
公
卿
を
中
心
と
す
る
高
倉
天
皇
方
の
催
し
と
い
う
把
握
に
対
し
て

疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
隆
季
が
歌
合
で
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

確
か
に
、
『
玉
葉
』
に
は
「
実
定
・
隆
季
等
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
隆
季
の
役
割
の
み
に
注
目
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
隆
季
が
当
時
権
大
納
言
と
い
う
出
詠
者
の
中
で
上
位
に
位
置
す
る
官
職
に
つ
い
て
い
た
こ
と
、
院
御
所
で
あ
る
法
住
寺
殿
を
舞
台
と

し
、
か
つ
隆
季
が
後
白
河
院
の
院
執
事
別
当
を
務
め
て
い
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
隆
季
が
本
歌
合
で
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
村
氏

（
37
）

は
、
実
定
を
は
じ
め
と
し
た
参
加
者
に
風
雅
を
指
向
す
る
共
通
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
が
歌
合
開
催
の
基

盤
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
が
、
隆
季
が
貴
顕
と
関
わ
る
際
の
詠
歌
に
は
、
自
身
が
有
利
に
な
る
よ
う
な
意
図
が
込
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
て
い
る
。
北
面
と
は
い
え
、
女
院
御
所
を
舞
台
と
し
て
歌
合
を
企
画
し
た
の
な
ら
、
そ
れ

相
応
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
建
春
門
院
の
御
所
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
御
所
の
主
、
建
春
門
院
滋
子
は
、
「
大
方
の
世
の
政
事

を
始
め
、
は
か
な
き
程
の
事
ま
で
、
御
心
に
ま
か
せ
ぬ
事
な
し
」
（
『
た
ま
き
は
る

（
38
）

』
）
と
記
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
近
年
、
こ
の
記
述

が
滋
子
の
実
態
に
即
し
た
評
価
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明

（
39
）

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
滋
子
が
春
宮
殿
上
へ
の
還
昇
や
除
目
・
僧
事
な
ど
の
人

事
の
決
定
過
程
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
（
『
兵
範
記
』
仁
安
二
年
六
月
五
日
条
ほ
か
）
、
貴
族
と
後
白
河
院
の
伝
達
ル
ー
ト
の
中
間
に
位
置

し
、
両
者
を
公
式
・
非
公
式
に
媒
介
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
（
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
六
月
十
二
日
条
、
嘉
応
元
年
六
月
二
十
一
日
条

ほ
か
）
、
さ
ら
に
後
白
河
不
在
時
に
は
院
の
代
行
が
可
能
だ
っ
た
こ
と
（
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
七
月
十
日
条
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
滋

子
の
影
響
力
は
死
後
も
持
続
し
、
滋
子
の
乳
母
で
あ
っ
た
若
狭
局
が
、
滋
子
没
後
に
高
倉
院
の
伝
奏
を
務
め
、
滋
子
の
猶
子
平
宗
盛
が
、

若
狭
局
と
の
関
係
を
媒
介
に
高
倉
院
と
平
氏
を
結
び
つ
け
て
一
門
で
重
き
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る

（
40
）

。
こ
の
よ
う
に
滋
子

は
院
政
と
い
う
政
治
形
態
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
も
と
で
構
築
さ
れ
た
人
間
関
係
も
政
局
に
多
大
な
影
響
を
与
え

一
二



て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

滋
子
の
家
司
に
は
後
白
河
近
臣
が
多
く
、
後
白
河
と
権
力
基
盤
を
共
有
し
て
い
た

（
41
）

が
、
院
別
当
で
あ
っ
た
隆
季
も
、
滋
子
の
日
吉
社
や

平
野
社
参
詣
の
折
に
供
奉
（
『
兵
範
記
』
嘉
応
元
年
二
月
十
三
日
条
、
三
月
二
十
日
条
）
し
て
お
り
、
滋
子
を
中
心
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
角
に
位
置
し
て
い
た
。
隆
季
は
後
白
河
を
支
え
る
有
力
な
廷
臣
で
あ
っ
た
が
、
院
と
の
関
係
は
常
に
良
好
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
院
勘
を
被
っ
た
り

（
42
）

、
「
素
院
御
気
色
不
快
人

（
43
）

」
と
い
う
よ
う
な
評
価
さ
え
あ
っ
た
。
隆
季
は
官
人
と
し
て
の
軸
足
を
後
白
河
側
に

置
き
つ
つ
も
、
高
倉
天
皇
の
元
服
（
嘉
応
三
年
正
月
）
を
控
え
た
こ
の
時
期
に
、
後
白
河
の
代
行
を
務
め
う
る
女
院
に
参
仕
し
、
院
不
在

の
無
聊
を
慰
め
、
歌
合
を
通
し
て
女
院
周
辺
の
人
々
と
の
関
係
を
深
め
て
お
く
こ
と
は
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
隆
季
に

限
ら
ず
、
後
白
河
院
の
院
司
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
息
子
の
隆
房
や
、
他
の
院
近
臣
た
ち
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
も
う
一
点
、
な
ぜ
建
春
門
院
御
所
の
北
面
で
歌
合
が
催
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
実
は
、
院
御
所
の
北
面
で
の
歌

合
は
、
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
以
前
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
四
月
四
日
に
行
わ
れ
た
『
白
河
院
鳥
羽

殿
北
面
歌
合
』
と
呼
ば
れ
る
催
し
は
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
と
非
常
に
よ
く
似
た
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
歌
合
で
は
「
卯
花
」「
郭
公
」「
菖

蒲
」
「
早
苗
」
「
恋
」
の
五
題
が
設
題
さ
れ
、
隆
季
の
曾
祖
父
で
あ
る
顕
季
ら
院
近
臣
十
名
が
参
加
し
た
。
白
河
院
の
鳥
羽
殿
滞
在
中
に
催

行
さ
れ
た
が
、
院
が
直
接
関
わ
っ
た
歌
合
で
は
な
く
、
顕
季
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
催
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
萩
谷
朴
氏

（
44
）

は
「
儀
典
的
雅
遊
的
要
素
を
殆
ど
伴
わ
な
い
、
文
芸
本
位
の
純
粋
歌
合
」
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
事
実
、
こ
の
歌
合
で
詠
ま
れ
た
歌
の
四

割
以
上
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。

　

二
つ
の
北
面
歌
合
は
、
北
面
と
い
う
場
所
だ
け
で
な
く
、
主
で
あ
る
院
自
身
の
姿
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
、
女
房
歌
人
が
参
加
せ
ず
主
体

は
院
の
近
臣
や
院
殿
上
人
で
あ
る
こ
と
、
文
芸
本
位
の
歌
合
で
あ
る
こ
と
が
共
通
す
る
。
歌
題
は
五
題
と
三
題
で
数
が
異
な
る
も
の
の
、

時
節
に
合
っ
た
複
数
の
四
季
題
と
恋
題
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
一
致
し
、
参
加
者
は
『
鳥
羽
殿
北
面
歌
合
』
が
十
名
、
『
建
春
門
院
北
面

歌
合
』
が
二
十
名
と
倍
の
人
数
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

　

『
鳥
羽
殿
歌
合
』
と
は
、
権
力
・
歌
才
共
に
抜
群
で
あ
っ
た
顕
季
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
院
近
臣
や
当
時
の
代
表
的
歌
人
な
ど

厳
選
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
臨
ん
だ
歌
合
で
あ
っ
た

（
45
）

。
院
御
所
を
開
催
場
所
と
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
場
所
を
使
用
で
き
る
院
近
臣
と
し

藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動

一
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て
の
顕
季
の
力
量
を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翻
っ
て
、
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
で
は
、
顕
季
の
よ
う
に
権
力
・
歌
才
を
兼

ね
備
え
た
人
物
は
い
な
い
が
、
院
執
事
別
当
と
し
て
権
力
を
握
っ
て
い
た
隆
季
と
和
歌
に
秀
で
た
閑
院
流
の
実
定
が
、
企
画
に
携
わ
っ
て

い
る
。
北
面
を
歌
合
開
催
の
場
所
と
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
場
を
用
意
で
き
る
企
画
者
の
力
量
を
示
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

さ
ら
に
、
鳥
羽
殿
と
建
春
門
院
の
両
歌
合
を
比
較
す
る
と
、
共
通
点
が
も
う
一
点
確
認
で
き
る
。
隆
季
の
息
子
隆
房
は
、
『
建
春
門
院

北
面
歌
合
』
が
初
め
て
の
歌
合
参
加
で
あ
っ
た
が
、
『
鳥
羽
殿
歌
合
』
で
は
顕
季
の
息
子
、
顕
輔
が
公
的
歌
合
に
初
め
て
出
詠
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
『
顕
輔
集
』
の
巻
頭
歌
は
『
鳥
羽
殿
歌
合
』
で
始
ま
り
、
井
上
宗
雄
氏

（
46
）

に
よ
り
「
表
だ
っ
た
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

記
念
の
歌
合
で
、
そ
の
歌
人
的
活
動
の
本
格
化
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
顕
輔
は
二
十
七
歳
、
一
方
『
建
春
門

院
北
面
歌
合
』
で
は
、
隆
房
は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
隆
季
は
曾
祖
父
顕
季
の
『
鳥
羽
殿
北
面
歌
合
』
に
倣
い
、
建
春
門
院
の
も
と
で
の

歌
合
結
構
に
よ
っ
て
院
近
臣
と
し
て
の
力
量
を
示
す
と
同
時
に
、
息
子
隆
房
を
公
的
な
場
で
歌
人
と
し
て
披
露
す
る
目
的
も
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
隆
季
の
隆
房
に
対
す
る
支
援
が
こ
の
頃
か
ら
様
々
な
形
で
顕
在
化
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
歌
合
に
先
立
つ
仁
安
元
年

（
一
一
六
六
）
、
隆
房
は
、
隆
季
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
右
少
将
に
任
じ
ら
れ
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
に
は
隆
季
の
石
清
水
行
幸
行
事
賞

に
よ
り
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
後
白
河
院
五
十
賀
で
は
隆
季
が
行
事
上
卿
を
つ
と
め
、
隆
房
は
仮
名
記
録

『
安
元
御
賀
記
』
の
執
筆
を
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
応
三
年
（
一
一
七
一
）
四
月
十
七
日
の
賀
茂
祭
の
際
、
祭
使
と
な
っ
た
隆
房
の

た
め
に
、
隆
季
の
采
配
で
車
の
風
流
が
整
え
ら
て
お
り

（
47
）

、
隆
季
の
配
慮
が
目
に
つ
く
。
こ
の
よ
う
に
隆
季
が
息
子
隆
房
を
常
に
庇
護
し
、

盛
り
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
も
ま
た
、
隆
房
が
歌
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
に
あ
た
っ
て
、
建
春
門
院
周
辺
の
院

近
臣
や
当
代
を
代
表
す
る
歌
人
た
ち
が
集
う
華
や
か
な
場
を
用
意
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
場
は
隆
房
以
外
の
若
い
官
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
魅
力
的
な
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』

に
は
歌
歴
の
浅
い
参
加
者
が
多
い

（
48
）

と
さ
れ
て
い
る
が
、
通
親
、
実
守
な
ど
の
若
い
官
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
歌
合
を
通
じ
て
建
春
門
院
や

古
参
の
院
司
た
ち
な
ど
、
女
院
周
辺
の
人
脈
を
強
固
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
望
ま
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
風
雅
な
場
を
共
に
享
受
す
る
の

一
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み
な
ら
ず
、
官
人
と
し
て
の
活
動
に
も
利
す
る
所
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
歌
合
に
多
く
の
人
々
が
参
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

隆
季
は
和
歌
初
学
期
か
ら
、
様
々
な
作
品
か
ら
表
現
を
摂
取
し
、
新
奇
な
題
材
や
発
想
を
主
眼
と
し
た
歌
を
残
し
て
お
り
、
『
建
春
門

院
北
面
歌
合
』
で
も
「
逢
坂
の
関
の
岩
か
ど
た
た
き
あ
け
て
木
の
葉
も
て
く
る
風
の
使
か
」
（
「
関
路
落
葉
」
・
五
）
の
よ
う
な
作
を
詠
出

し
て
い
る
。
晴
の
場
で
の
詠
歌
で
、
隆
季
は
素
材
や
発
想
の
目
新
し
さ
を
追
求
し
続
け
て
お
り
、
隆
季
に
と
っ
て
の
和
歌
は
、
単
な
る
教

養
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
隆
季
は
和
歌
に
よ
っ
て
、
貴
顕
に
対
し
て
自
己
の
才
覚
や
熱
意
を
示
し
、
自
ら
の
昇
進
の
望
み
を
直
接
訴
え
か
け
る
こ
と
も

し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
和
歌
に
そ
れ
ほ
ど
力
を
注
い
で
い
な
か
っ
た
弟
の
家
明
や
成
親
ら
よ
り
も
優
位
に
立
つ
た
め
に
有
効
な
手
段
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
隆
季
の
前
半
生
の
和
歌
活
動
は
、
家
格
の
上
昇
を
意
図
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
自
身
の
任
官
と
同
族
内
で
の
地

位
確
保
と
い
う
面
を
持
っ
て
い
た
。
後
半
生
に
企
画
し
た
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
も
、
建
春
門
院
の
政
治
的
権
力
や
高
倉
天
皇
の
元

服
の
儀
の
直
前
と
い
う
時
期
を
踏
ま
え
、
建
春
門
院
を
中
心
と
し
た
人
脈
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
隆
季
の
曾
祖
父
顕
季
が
行
っ
た

『
鳥
羽
殿
北
面
歌
合
』
と
い
う
院
近
臣
中
心
の
歌
合
に
倣
っ
て
催
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
院
近
臣
や
若
い
官
人
た
ち
、

久
し
く
公
的
な
歌
合
に
巡
り
会
え
な
か
っ
た
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
企
画
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
子
息
・
隆
房
の
和
歌
活
動
の

開
始
を
披
露
す
る
に
も
相
応
し
い
場
で
あ
っ
た
。

　

隆
季
と
い
う
人
物
は
、
著
名
な
歌
人
で
は
な
く
、
官
人
と
し
て
の
活
動
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
多
少
の
差
は
あ

れ
ど
、
現
代
で
は
「
歌
人
」
と
括
ら
れ
る
院
政
期
の
多
く
の
人
々
に
も
該
当
す
る
。
む
し
ろ
、
官
人
と
し
て
の
活
動
を
よ
り
円
滑
に
す
る

た
め
に
詠
歌
し
た
隆
季
の
よ
う
な
存
在
こ
そ
、
こ
の
時
代
の
水
準
的
な
在
り
方
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
人
で
あ

り
官
人
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
人
々
が
詠
作
の
場
を
提
供
し
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
こ
の
時
代
の
和
歌
を
支
え
て
い
た
。
隆
季
の
よ
う
な

政
治
の
中
枢
に
身
を
置
い
た
人
物
に
と
っ
て
の
和
歌
活
動
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
は
、
平
安
末
期
の
活
発
な
和
歌
界
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動
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※
『
久
安
百
首
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
一
五
五
・
三
六
）
を
用
い
、
私
に
漢
字
を
あ
て
た
。
『
万
葉
集
』
は
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
『
類
聚
古
集
』
（
思
文
閣
出

版
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
の
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
私
に
漢
字
を
あ
て
た
。
神
楽
歌
・
風
俗
歌
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
代
歌

謡
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）
、
『
千
載
佳
句
』
は
金
子
彦
二
郞
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇
』
増
補
版
（
培
風
館
、

一
九
五
五
年
）
、
『
白
氏
文
集
』
は
『
白
氏
文
集
歌
詩
索
引
』
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

注
（
１
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
愚
管
抄
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
よ
り
引
用
。

（
２
）　

桑
原
博
史
『
中
世
物
語
の
基
礎
的
研
究　

資
料
と
論
考
』
第
一
章
（
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
）
、
上
野
順
子
「
『
朗
詠
百
首
』
に
つ
い
て
―
そ
の
成
立
に

関
す
る
試
論
―
」
（
『
中
世
文
学
』
38
、
一
九
九
三
年
六
月
）

（
３
）　

五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
第
四
部
第
三
章
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）

（
４
）　

平
藤
幸
「
藤
原
隆
季
像
の
考
察
―
『
玉
葉
』
か
ら
の
照
射
を
軸
に
―
」
（
『
軍
記
と
語
り
物
』
39
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

（
５
）　

注
（
２
）
参
照

（
６
）　

注
（
２
）
桑
原
氏
著
書
参
照

（
７
）　

日
本
史
料
叢
刊
４
『
新
訂
吉
記　

本
文
編
二
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
よ
り
引
用
。

（
８
）　

注
（
４
）
参
照

（
９
）　

こ
の
言
葉
は
隆
房
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
隆
季
に
も
該
当
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
『
玉
葉
』
は
図
書
寮
叢
刊
『
九
条
家
本
玉
葉
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
）
よ

り
引
用
。
以
下
同
様
。

（
10
）　

注
（
２
）
参
照

（
11
）　

現
存
す
る
『
隆
季
集
』
は
室
町
期
の
私
撰
集
。

（
12
）　

松
野
陽
一
『
藤
原
俊
成
の
研
究
』
第
二
篇
第
二
章
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
三
年
）

（
13
）　

近
藤
み
ゆ
き
『
古
代
後
期
和
歌
文
学
の
研
究
』
第
二
章
第
三
節
（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

（
14
）　

萩
谷
朴
『
増
補
新
訂　

平
安
朝
歌
合
大
成　

四
』
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
六
年
）

（
15
）　

注
（
３
）
参
照

（
16
）　

増
補
史
料
大
成
『
台
記　

一
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）
よ
り
引
用
。

（
17
）　

注
（
３
）
参
照

（
18
）　

注
（
３
）
参
照

（
19
）　

隆
季
が
忠
盛
の
代
わ
り
に
作
者
に
加
え
ら
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、
注
（
４
）
論
文
で
平
藤
氏
は
、
家
成
家
と
平
家
と
の
密
な
姻
戚
関
係
に
拠
る
も
の
と
推
測

一
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し
て
い
る
。

（
20
）　

久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
第
二
篇
第
二
章
第
三
節
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）

（
21
）　

隆
季
の
百
首
に
つ
い
て
佐
藤
明
浩
氏
（
「
『
久
安
百
首
』
部
類
本
考
―
配
列
構
成
に
つ
い
て
―
」『
文
科
の
継
承
と
展
開
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
は
、

初
度
部
類
本
『
久
安
百
首
』
を
参
照
し
て
適
宜
歌
題
を
選
択
し
な
が
ら
詠
出
し
た
と
指
摘
す
る
。
朗
詠
集
の
小
部
立
と
一
致
す
る
題
を
選
択
し
た
点
に
、
隆

季
の
関
心
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
22
）　

拙
稿
「
藤
原
隆
季
の
和
歌
と
詩
文
摂
取
」
（
中
世
の
文
学
『
校
訂
中
院
本
平
家
物
語
（
下
）
』
附
録
38
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）

（
23
）　

柳
澤
良
一
「
『
久
安
百
首
』
に
お
け
る
藤
原
俊
成
の
漢
詩
文
摂
取
歌
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
63-

10
、
一
九
八
六
年
十
月
）
、
芦
田
耕
一
「
藤
原

清
輔
詠
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
漢
詩
摂
取
」
（
『
島
大
言
語
文
化
』
19
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
。
芦
田
氏
論
文
に
は
、
清
輔
以
外
の
『
久
安
百
首
』
歌
人
の
朗

詠
集
摂
取
に
つ
い
て
も
指
摘
が
あ
る
。

（
24
）　

藏
中
さ
や
か
『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究　

大
江
千
里
集
・
和
歌
一
字
抄
』
第
二
章
付
節
一
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
25
）　

菅
野
扶
美
「
天
台
五
時
教
の
今
様
と
『
久
安
百
首
』
俊
成
詠
に
つ
い
て
」
（
『
梁
塵　

研
究
と
資
料
』
14
、
一
九
九
六
年
十
二
月
）

（
26
）　

注
（
21
）
参
照

（
27
）　

佐
藤
明
浩
「
「
近
頃
の
歌
」
と
の
類
似
を
め
ぐ
っ
て
―
平
安
後
期
～
鎌
倉
初
期
の
意
識
―
」
（
『
和
歌
史
の
構
想
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

（
28
）　

安
田
純
生
「
藤
原
顕
輔
の
和
歌
―
『
久
安
百
首
』
の
作
品
に
つ
い
て
―
」
（
『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
三
、
風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
）
、
黒
田
彰
子
「
教

長
の
古
典
摂
取
―
句
取
り
と
い
う
詠
法
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
俊
成
論
の
た
め
に
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

（
29
）　

新
釈
漢
文
大
系
『
詩
経
（
上
）
』
（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）
よ
り
引
用
。

（
30
）　

注
（
20
）
久
保
田
氏
著
書
（
第
二
篇
第
二
章
第
三
節
）
で
は
「
万
葉
の
古
語
に
毛
詩
の
世
界
を
取
合
わ
せ
た
問
題
作
に
は
違
い
な
い
が
、
鬼
面
人
を
驚
か

す
才
気
が
余
り
に
も
あ
ら
わ
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
崇
徳
院
の
羇
旅
歌
全
体
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
久
安
百
首
』
の
羈
旅
歌
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』

86-

11
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）
参
照
。

（
31
）　

『
久
安
百
首
』
に
も
「
我
心
春
て
ふ
事
も
思
ほ
え
ず
い
と
ど
か
し
ら
の
雪
し
つ
も
れ
ば
」
（
四
〇
六
・
季
通
）
、
「
朽
に
け
る
身
の
埋
木
は
春
暮
れ
て
花
を
ば

よ
そ
の
物
と
こ
そ
み
れ
」
（
六
一
二
・
親
隆
）
な
ど
の
詠
が
あ
る
。

（
32
）　

隆
季
以
外
の
歌
人
詠
に
「
は
こ
や
に
は
ふ
た
り
の
君
の
も
ろ
と
も
に
春
と
秋
と
に
富
め
る
と
ぞ
聞
く
」
（
四
八
二
・
季
通
）
、
「
…
こ
の
も
ゝ
歌
を　

た
て

ま
つ
る　

は
こ
や
の
山
に
…
」
（
四
九
九
・
季
通
）
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
隆
季
歌
で
の
慶
賀
の
対
象
も
主
催
者
た
る
崇
徳
院
と
考
え
ら
れ
る
。

（
33
）　

注
（
14
）
所
収
解
説
ほ
か
。

（
34
）　

正
二
位
前
権
大
納
言
た
る
公
通
と
実
定
に
対
し
、
隆
季
は
従
二
位
権
大
納
言
で
、
位
階
で
は
下
位
に
あ
っ
た
が
、
現
官
で
か
つ
院
執
事
別
当
を
兼
ね
て
お

り
実
質
的
な
官
職
の
上
で
は
上
位
に
あ
っ
た
と
思
し
い
。

（
35
）　

注
（
12
）
松
野
氏
著
書
第
二
篇
第
四
章

藤
原
隆
季
の
和
歌
活
動
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（
36
）　

中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
Ⅲ
第
九
章
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

（
37
）　

注
（
36
）
参
照

（
38
）　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
よ
り
引
用
。

（
39
）　

栗
山
圭
子
「
二
人
の
国
母
―
建
春
門
院
滋
子
と
建
礼
門
院
徳
子
―
」
（
『
文
学
』
３
‐
４
・
５
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）

（
40
）　

下
郡
剛
「
伝
奏
の
女
房　

高
倉
院
政
期
の
性
と
政
」
（
『
院
政
期
文
化
論
集
一　

権
力
と
文
化
』
森
話
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
41
）　

注
（
39
）
参
照

（
42
）　

『
玉
葉
』
安
元
二
年
四
月
十
二
日
条

（
43
）　

『
玉
葉
』
寿
永
二
年
正
月
一
日
条

（
44
）　

萩
谷
朴
『
増
補
新
訂　

平
安
朝
歌
合
大
成　

三
』
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
六
年
）

（
45
）　

橋
本
不
美
男
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
―
堀
河
院
歌
壇
を
形
成
し
た
人
々
―
』
第
二
章
Ⅲ
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
六
年
）

（
46
）　

井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
増
補
版
、
第
二
章
三
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
）

（
47
）　

『
実
国
集
』
五
七
・
五
八
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
（
和
歌
第
六
）

（
48
）　

注
（
35
）
、
注
（
36
）
参
照
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